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（学年）第２学年、（教科・科目）保健体育科・保健             個別学習  

 

（単元） 生涯を通じる健康（医療サービスとその活用） 

 

（本時のねらい）                     

①様々な医療サービスがあることを理解し、その仕組みについて理解しようとしている。

（知識・理解）  

②医療サービスについての自分の意見を言語化できる。（思考・判断・表現）  

③自分を含め周りの人間が怪我や病気になったとき適切な病院を選択することができる。

（知識・理解） 

 

（ICT 活用方法） 

 一人一台端末と電子黒板を活用し各個人の意見を集約する。全体で共有することで理解

を深めさせて様々な考え方があることを生徒に伝えたい。具体的には授業支援クラウドア

プリを活用し、各個人の意見を電子黒板に投影する。従来は口頭で発表していたが、電子

黒板にすべての意見を集約させることで医療サービスの活用について理解を深める。 

 

（本時の展開） 

時間 学習活動  指導事項  ＩＣＴ活用方法  

導入 
５分 

・医療機関にはどの
ようなものがある
か考えさせる。  

・自身の自宅周辺にどん
な医療機関があるか
考えさせ、何人かに質
問し発表させる。  

 

 

展開 
４０分 

・医療保険の仕組み
について理解する。 

 
 
・臓器移植について
考える。  

 
 
 
 
 
・インフォームド・コ
ンセントとセカン
ドオピニオンにつ
いて理解する。  

 
・授業支援クラウド
アプリで複数のケ
ースから自分が受
診する病院を選ぶ
活動を行う。  

（インターネットや
地図アプリを活用す
る。） 
 

・自己負担する医療費は
どのくらいあるか考え
させる。  

 
・臓器移植法の変遷や脳
死と植物状態の違い
など理解させる。ま
た、「臓器提供意思表
示カード」への記入を
するならどう記入す
るか発問する。  

・インフォームド・コン
セントとセカンド・オ
ピニオンとはどのよ
うな義務と権利なの
か説明する。  

・自分が一番重要だと考
える病院を選ぶ条件
を明確にさせる。  

 
 
 
 
 
 

・プレゼンテーション
ソフトのスライドを
活用し、視覚的視点
から理解を深める。  

・プレゼンテーション
ソフトのスライドを
活用し、視覚的視点
から理解を深める。  

 
 
 
・プレゼンテーション
ソフトのスライドを
活用し、視覚的視点
から理解を深める。  

 
・授業支援クラウドア
プリのワークシート
を活用し、自分で調
べ る 能 力 を 養 わ せ
る。 
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・各個人のワークシ
ートを無作為に選
び、全体で共有す
る。 

・授業支援クラウドアプ
リの利点として名前を
伏せて発表することを
生徒に周知する。  

 
 
 
 
 

まとめ 
５分 

・本時のまとめを行
い、次回は保健サー
ビスについて学習
することを確認す
る。 

・様々な医療サービスを
うまく活用していくこ
とで健康的な生活を送
ることができることを
理解させる。  

 

 

（授業の様子） 

プレゼンテーションソフトのスライド  

授業支援クラウドアプリのワークシート   意見を打ち込む様子  

 

（生徒の反応と課題、改善を要する点） 

プレゼンテーションソフトを活用することで生徒たちは視覚的に理解しやすく、

記憶に定着しやすいと感じた。スライド数を多く作成したため、今後は更に端的にま

とめていければと思う。  

授業支援クラウドアプリに関しては、1・２学期で使用していたこともありスムー

ズに操作ができていた。今後は授業支援クラウドアプリでグループワークを実施し

ていきたいと感じた。  


